
〔１〕異動があった場合は､すみやかに提出してください。

1 退職
2 転勤

明 大 3 休職
昭 平 4 育児休業

5 死亡
6 会社解散
7
8 就職
9 その他

〔２〕未徴収税額（〔１〕欄の（ウ））について、一括徴収または普通徴収する場合は、記入してください。

※1月1日から4月30日の期間に退職される場合は、本人の申出がない場合でも残税額を一括徴収することが義務づけられています。

〔３〕転勤等による特別徴収届出書

※転勤・再就職等により異動後の勤務先で引続き特別徴収を行う場合、前勤務先で〔１〕の欄を記入し、新勤務先へ回送願います。新勤務先では、〔３〕の欄を記入し送付してください。

円 円 円

令和xx年xx月x日

給

与

支

払

者

（
特
別
徴
収
義
務
者

）

一括徴収する場合

円

285,000

給与支払報告
にかかる給与所得者異動届出書 ※

処
理
欄

□現年度　　　□新年度　　　□両年度
特  別  徴  収

所在地

〒 1

　（あて先）  　　　　　　　　　　　　　　　　

滑川市長 　代表取締役　○○　○○

2 3 - 4 5 6 7 特別徴収義務者
指 　定 　番 　号 　　0001234567

○○市△△町１番地
法  人  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

名称 　○○株式会社
担
当
者

係 給与係

氏 名 △△　△△
代表者の
職氏名印 電 話 000-000-0000

給　　与　　所　　得　　者 （ア）
特別徴収税額

（年税額）

(イ)
徴収済額

（ウ）
未徴収額

（（ア）-（イ））

異　動
年月日

異動事由
（ウ）の未徴収税額

の徴収方法

1月1日から
退職時までの
給与支払額フリガナ コウオツ　タロウ

氏　名
甲乙　太郎 6 月分から

10 月分まで
(旧姓)

××

特別徴収
円

3,000,000
ａ 継続 → 〔３〕欄へ

10

控除社会
保険料額

月分から
6 81 9

年

年

5 日生

2 120,0000 1
ｂ 開始

5 月

2
一括徴収 → 〔２〕欄へ
（退職時に全額徴収）

50,000

現住所

(給与の支払を受けなくなった後の住所)

2 3 4 5

旧住所
(1月1日現在の住所を必ず記入願います)

個人番号

○○市△△町2番地

70,0007

55

普通徴収 → 〔２〕欄へ
　（本人が納付）

月 日
1

15

徴収方法変更

3□ 同上

■■市××三丁目3番3号
□ 不明

1

給与又は退職手当等の支払予定日 一括徴収予定額 左記徴収予定額は下記分で納入します。

月 日 （ 月10日納期分）

備考欄

円

月分

2
一括徴収

できない場合
理
由

1 異動の日が6月1日から12月31日までの間で、本人からの申出がないため

〒

2 異動の日が1月1日から4月30日までの間で、残税額（上記(ウ)の額）を超える退職金などの支払がないため

給

与

支

払

者

(

特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地
特別徴収義務者
指 　定 　番 　号

-
月割額 円 新規

名　称
法　人　番　号

月分から徴収し
　　　　　納入します。

担
当
者

係
代表者の
職氏名印 　

電 話

受給者番号 氏 名

給与支払方法
及びその期日

払込を希望する金融機
関の所在地及び名称

（記入例１）退職等により、未徴収税額を普通徴収（従業員本人が納付）に切り替える場合

退職等の異動
があった方につ
いて記入してく
ださい。
（結婚等により
姓が変わった方
は、旧姓も記入
してください。）

「旧住所」には税
額通知書に記載
されている住所
（１月１日現在の
住所）を記入して
ください。

現在の住所が
「旧住所」と異な
る場合に記入し
てください。

一括徴収できない理由を、
該当するものに○をしてく
ださい。

徴収済み（予定）月及びその合計額
を記入してください。

該当する事由に
○をしてください。

「３．普通徴収」に
○をしてください。

異動届出書の内容
について応答でき
る方の氏名等を記
入してください。

税額通知書に記
載されている指定
番号を記入してく

マイナンバー制度の
法人番号１３桁を記入
してください。

※外国人従業員
が帰国される場合
は、一括徴収にご
協力ください。



〔１〕異動があった場合は､すみやかに提出してください。

1 退職
2 転勤

明 大 3 休職
昭 平 4 育児休業

5 死亡
6 会社解散
7
8 就職
9 その他

〔２〕未徴収税額（〔１〕欄の（ウ））について、一括徴収または普通徴収する場合は、記入してください。

※1月1日から4月30日の期間に退職される場合は、本人の申出がない場合でも残税額を一括徴収することが義務づけられています。

〔３〕転勤等による特別徴収届出書

※転勤・再就職等により異動後の勤務先で引続き特別徴収を行う場合、前勤務先で〔１〕の欄を記入し、新勤務先へ回送願います。新勤務先では、〔３〕の欄を記入し送付してください。

円 円

名　称

285,0003

円

受給者番号 氏 名

給与支払方法
及びその期日

払込を希望する金融機
関の所在地及び名称 電 話

月分から徴収し
　　　　　納入します。

担
当
者

係
代表者の
職氏名印

法　人　番　号

月割額 円 新規
- 特別徴収義務者

指 　定 　番 　号
給

与

支

払

者

(

特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒

　

一括徴収
できない場合

理
由

1 異動の日が6月1日から12月31日までの間で、本人からの申出がないため

円

（ 月10日納期分）

2 異動の日が1月1日から4月30日までの間で、残税額（上記(ウ)の額）を超える退職金などの支払がないため

一括徴収する場合
10

1

給与又は退職手当等の支払予定日 一括徴収予定額 左記徴収予定額は下記分で納入します。

備考欄
月分 11

2

月 日

□ 同上

■■市××三丁目3番3号
□ 不明

10 31 80,000

40,000 80,0007

55

普通徴収 → 〔２〕欄へ
　（本人が納付）

月 日
1

15

円

現住所

(給与の支払を受けなくなった後の住所)

2 3 4 5

旧住所
(1月1日現在の住所を必ず記入願います)

個人番号

○○市△△町2番地

0 1
ｂ 開始

5 月

2
一括徴収 → 〔２〕欄へ
（退職時に全額徴収）

徴収方法変更

6 81 9

年

年

5 日生

2 120,000 ××

特別徴収
円

3,000,000
ａ 継続 → 〔３〕欄へ

10

控除社会
保険料額

月分から

フリガナ コウオツ　タロウ

氏　名
甲乙　太郎 6 月分から

9 月分まで
(旧姓)

電 話 000-000-0000

給　　与　　所　　得　　者 （ア）
特別徴収税額

（年税額）

(イ)
徴収済額

（ウ）
未徴収額

（（ア）-（イ））

異　動
年月日

異動事由
（ウ）の未徴収税額

の徴収方法

1月1日から
退職時までの
給与支払額

3

名称 　○○株式会社
担
当
者

係 給与係

氏 名 △△　△△
代表者の
職氏名印

7 8 9 0 1 2

特別徴収義務者
指 　定 　番 　号 　　0001234567

○○市△△町１番地
法  人  番  号 1 2 3 4 5 6

3 - 4 5 6 7

令和xx年xx月x日

給

与

支

払

者

（
特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒 1

　（あて先）  　　　　　　　　　　　　　　　　

滑川市長 　代表取締役　○○　○○

2

給与支払報告
にかかる給与所得者異動届出書 ※

処
理
欄

□現年度　　　□新年度　　　□両年度
特  別  徴  収

退職等の異動
があった方につ
いて記入してく
ださい。
（結婚等により
姓が変わった方
は、旧姓も記入
してください。）

「旧住所」には税
額通知書に記載
されている住所
（１月１日現在の
住所）を記入して
ください。

現在の住所が
「旧住所」と異な
る場合に記入し
てください。

（記入例２）退職等により、未徴収税額を一括徴収（退職時に全額徴収）し納入する場合

徴収済み月及びその合計額を
記入してください。

該当する事由に
○をしてください。

「２．一括徴収」に
○をしてください。

一括徴収した税額を何月分で納入するか
記入してください。
※徴収月の翌月10日が納期限です。

異動届出書の内容
について応答でき
る方の氏名等を記
入してください。

マイナンバー制度の
法人番号１３桁を記入
してください。

税額通知書に記
載されている指定
番号を記入してく
ださい。

※外国人従業員
が帰国される場
合は、一括徴収に
ご協力ください。



〔１〕異動があった場合は､すみやかに提出してください。

1 退職
2 転勤

明 大 3 休職
昭 平 4 育児休業

5 死亡
6 会社解散
7
8 就職
9 その他

〔２〕未徴収税額（〔１〕欄の（ウ））について、一括徴収または普通徴収する場合は、記入してください。

※1月1日から4月30日の期間に退職される場合は、本人の申出がない場合でも残税額を一括徴収することが義務づけられています。

〔３〕転勤等による特別徴収届出書

※転勤・再就職等により異動後の勤務先で引続き特別徴収を行う場合、前勤務先で〔１〕の欄を記入し、新勤務先へ回送願います。新勤務先では、〔３〕の欄を記入し送付してください。

円 円

285,0003

円

　納入書必要。
　○月×日までに送付ください。

月10日納期分）

備考欄

39 8 7 - 6 5

氏 名 ▲▲　▲▲
給与支払方法
及びその期日 毎月20日振込

払込を希望する金融機
関の所在地及び名称 ■■市　××銀行本店 電 話 999-999-9999

給

与

支

払

者

4

7
月分から徴収し
　　　　　納入します。

担
当
者

係 総務係
代表者の
職氏名印 支店長　■■　■■受給者番号 あ123

3 2 1 0 9 8

月割額 10,000 円 新規
■■市××一丁目1番1号

11 名　称 ○○株式会社■■支店 法　人　番　号 9

(

特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒
特別徴収義務者
指 　定 　番 　号

8 7 6 5 4

2 異動の日が1月1日から4月30日までの間で、残税額（上記(ウ)の額）を超える退職金などの支払がないため

2
一括徴収

できない場合
理
由

1 異動の日が6月1日から12月31日までの間で、本人からの申出がないため

1
月

給与又は退職手当等の支払予定日

一括徴収する場合

一括徴収予定額 左記徴収予定額は下記分で納入します。

円

月分日 （

□ 同上

■■市××三丁目3番3号
□ 不明

50,000 70,0007

55

普通徴収 → 〔２〕欄へ
　（本人が納付）

月 日
1

15

円

現住所

(給与の支払を受けなくなった後の住所)

2 3 4 5

旧住所
(1月1日現在の住所を必ず記入願います)

個人番号

○○市△△町2番地

0 1
ｂ 開始

5 月

2
一括徴収 → 〔２〕欄へ
（退職時に全額徴収）

徴収方法変更

6 81 9

年

年

5 日生

2 120,000 ××

特別徴収
円

3,000,000
ａ 継続 → 〔３〕欄へ

10

控除社会
保険料額

月分から

フリガナ コウオツ　タロウ

氏　名
甲乙　太郎 6 月分から

10 月分まで
(旧姓)

電 話 000-000-0000

給　　与　　所　　得　　者 （ア）
特別徴収税額

（年税額）

(イ)
徴収済額

（ウ）
未徴収額

（（ア）-（イ））

異　動
年月日

異動事由
（ウ）の未徴収税額

の徴収方法

1月1日から
退職時までの
給与支払額

3

名称 　○○株式会社
担
当
者

係 給与係

氏 名 △△　△△
代表者の
職氏名印

7 8 9 0 1 2

特別徴収義務者
指 　定 　番 　号 　　0001234567

○○市△△町１番地
法  人  番  号 1 2 3 4 5 6

3 - 4 5 6 7

令和xx年xx月x日

給

与

支

払

者

（
特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒 1

　（あて先）  　　　　　　　　　　　　　　　　

滑川市長 　代表取締役　○○　○○

2

給与支払報告
にかかる給与所得者異動届出書 ※

処
理
欄

□現年度　　　□新年度　　　□両年度
特  別  徴  収

（記入例３）転勤等により、特別徴収する事業所が変わる場合

税額通知書に記
載されている指定
番号を記入してく
ださい。

異動届出書の内
容について応答で
きる方の氏名等を
記入してください。

前勤務先

記入欄

新勤務先

記入欄

異動者について
記入してください。
結婚等により姓
が変わった方は、
旧姓も記入してく
ださい。

「旧住所」には税額通知書
に記載されている住所（１
月１日現在の住所）を記
入してください。

現在の住所が「旧住
所」と異なる場合に記
入してください。

前勤務先での徴収済み
月及びその合計額を記
入してください。 「２．転勤」に

○をしてくださ
「１．特別徴収」の
「a．継続」に○をしてください。

連絡事項等ある場合は
備考欄に記入してください。

新勤務先で何月
分から徴収するか
を記入してください。

提出先市町村の特別
徴収義務者である場合
は、その指定番号を記
入してください。
そうでない場合は「新
規」に○をしてください。

マイナンバー制度の
法人番号１３桁を記入
してください。



〔１〕異動があった場合は､すみやかに提出してください。

1 退職
2 転勤

明 大 3 休職
昭 平 4 育児休業

5 死亡
6 会社解散
7
8 就職
9 その他

〔２〕未徴収税額（〔１〕欄の（ウ））について、一括徴収または普通徴収する場合は、記入してください。

※1月1日から4月30日の期間に退職される場合は、本人の申出がない場合でも残税額を一括徴収することが義務づけられています。

〔３〕転勤等による特別徴収届出書

※転勤・再就職等により異動後の勤務先で引続き特別徴収を行う場合、前勤務先で〔１〕の欄を記入し、新勤務先へ回送願います。新勤務先では、〔３〕の欄を記入し送付してください。

円

普通徴収 → 〔２〕欄へ
　（本人が納付）

　普通徴収２期分まで納付済み。
　税額を○月×日までに連絡ください。

給与支払報告
にかかる給与所得者異動届出書 ※

処
理
欄

□現年度　　　□新年度　　　□両年度
特  別  徴  収

令和xx年xx月x日

給

与

支

払

者

（
特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒 1

　（あて先）  　　　　　　　　　　　　　　　　

滑川市長 　代表取締役　○○　○○

2 3 - 4 5 6 7 特別徴収義務者
指 　定 　番 　号 　　0001234567

○○市△△町１番地
法  人  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

名称 　○○株式会社
担
当
者

係 給与係

氏 名 △△　△△
代表者の
職氏名印 電 話 000-000-0000

給　　与　　所　　得　　者 （ア）
特別徴収税額

（年税額）

(イ)
徴収済額

（ウ）
未徴収額

（（ア）-（イ））

異　動
年月日

異動事由
（ウ）の未徴収税額

の徴収方法

1月1日から
退職時までの
給与支払額フリガナ コウオツ　タロウ

氏　名
甲乙　太郎 月分から

月分まで
55 年

年 月 日
1

特別徴収

××

2
一括徴収 → 〔２〕欄へ
（退職時に全額徴収）円

円

ａ 継続 → 〔３〕欄へ

10

5 月 5 日生

0 1
ｂ 開始

個人番号 1 2 3 4 5
控除社会
保険料額

○○市△△町2番地 円

12

(旧姓)

8 9
10 月分から

6 7

現住所

(給与の支払を受けなくなった後の住所)

円旧住所
(1月1日現在の住所を必ず記入願います) 徴収方法変更

円

（ 月10日納期分）

3□ 同上

■■市××三丁目3番3号
□ 不明

一括徴収する場合
月分

1

給与又は退職手当等の支払予定日 一括徴収予定額 左記徴収予定額は下記分で納入します。

備考欄
月

2
一括徴収

できない場合
理
由

1 異動の日が6月1日から12月31日までの間で、本人からの申出がないため

日

特別徴収義務者
指 　定 　番 　号

2 異動の日が1月1日から4月30日までの間で、残税額（上記(ウ)の額）を超える退職金などの支払がないため

給

与

支

払

者

(

特
別
徴
収
義
務
者

）

所在地

〒

月割額 円 新規
-

名　称
法　人　番　号

月分から徴収し
　　　　　納入します。

担
当
者

係
代表者の
職氏名印 　受給者番号 氏 名

給与支払方法
及びその期日

払込を希望する金融機
関の所在地及び名称 電 話

退職等の異動
があった方につ
いて記入してく
ださい。
（結婚等により
姓が変わった方
は、旧姓も記入
してください。）

「旧住所」には税
額通知書に記載
されている住所
（１月１日現在の
住所）を記入して
ください。

現在の住所が
「旧住所」と異な
る場合に記入し
てください。

（記入例４）就職等により、普通徴収（本人納付）から特別徴収（給与天引き）に切り替える場合

提出先市町村の特別
徴収義務者である場
合は、その指定番号を
記入してください。

異動届出書の内
容について応答で
きる方の氏名等を
記入してください。

「１．特別徴収」の
「ｂ．開始」に○を
し、
何月分から徴収を
開始するか記入し
てください。
※徴収月の翌月就職日等、異動のあっ

た日を記入してください。
該当する事由に〇
をしてください。

マイナンバー制度の
法人番号１３桁を記入
してください。

連絡事項等ある場合は
備考欄に記入してください。


